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１）縄文土器の時代 

 縄文時代はいまから約 15,000 年前に始まり、一万年以上の長きにわたり続きました。古いほう

から草創期・早期・前期・中期・後期・晩期と６期に区分されます。このあいだにつくられた土器

は形や文様が時期と地域によって同じ特徴になり、その特徴によって名前が付けらます。五領ヶ台

式・勝坂式・加曽利 E 式と名付けられた土器が関東地方の縄文中期では知られています。特に勝坂

式土器は、中期中ころの関東西部から中部高地にかけて広がっており、特徴として人物や動物の文

様が隠し絵のようにちりばめられています。土器の文様に物語りとして人物と動物がかかわりあっ

たようすがみてとれます。その時代に生きた彼らの精神世界の一端をのぞかせた土器です。 

２）土器に文様をつける 

土器は粘土のヒモを積み上げてかたちつくるもので、その造形はやり直しや修正が簡単にできま

す。文様のつけ方には器面を押してへこませる方法と貼りつけるやり方の二通りあります。へこま

せる文様には、撚り紐をおしつけて回転させる縄文やヘラを引きずって線をひく竹管文などがあり

ます。縄文はその撚り方で多様な文様効果が表れます。ヘラは引きずる方向や角度でさまざまな印

刻や線を表現することができます。貼りつける文様には、粘土紐で盛りあがった線とする隆起線文、

そして立体的な突起や把手があります。 

３）文様を割り付ける －文様のレイアウト－ 

 縄文土器を観察すると、上段、中段、下段というように土器の文様範囲が横方向に分れていて、

各段に同じような文様が繰りかえされています。文様が描かれる範囲を文様帯といい、土器の縁か

ら底にむかって２～３段くらいたてに重なっています。文様帯には器面を一周するあいだに小さな

文様が繰り返し並びます。繰り返す文様は２つであったり、４つ、６つであったりと単位性があり

ます。この小さな文様を単位文様といいます。単位文様は文様モチーフを隆線で描いてそのあいだ

を沈線など違う技法で装飾します。つまり隆線は文様意匠の骨格となる主文様として、それを飾っ

ている沈線を従文様として区別できます。さらに繰り返される主文様の一つを大きくすることで土

器に正面観が生まれ、すると左右と背面が決まります。主文様には配置してよい場所が決まってい

て、上段の文様と下段の文様は違っています。いくつかの変形もありますが、この配置はかなり厳

密に守られているのです。文様配置が共通するということは、そこに暮らすみんながルールをわか

っていることになります。ルールを順守しながら土器に人物や動物文様を配置しているのは、みん

なの知っている物語りがその社会にあるものといえます。 
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４）土器文様の物語性 

土器の文様は多様な曲線、渦巻文、円文、波状文などから構成されています。勝坂式土器には、

こうした文様のカタチにしたがって人の顔や人物、そして抽象化されたイノシシやヘビなどの動物

が表現されます。すぐに人や動物とわかるものから、その一部を省略・変形して象徴的に描かれた

わかりにくいものもあります。江上波夫先生は、「その意匠は、単独に、他と無関係に創造されたと

いうより、彫塑的、直・曲線的な装飾意匠によって暗示され、触発されたと見得る場合が多い（1964）」

と、もとからある文様のカタチを利用して表現しているとみなしました。小林達雄先生は「物語性

文様の確立は、カタチに先行して存在する特定の意味＝概念があって、それが特定のカタチに具現

される（1986）」と考えています。 

動物とわかる文様はイノシシ、ヘビ、カエルがあります。イノシシは立体的に表現されることが

多く、頭部と胴部が一体化して平らな鼻が特徴となります。たてがみと耳が描かれますが手足は表

現されません。ヘビは、頭が三角形で胴体が太く尻尾が細く描かれ、有毒のマムシと思われます。

土器の文様と一体化していることも多く、口を開けながら這い回ったり、とぐろを巻いたりといろ

いろな形に表現されます。サンショウウオ状文とよばれる文様も、おそらくはヘビでしょう。カエ

ルは丸い胴体に手足が表現されますが、頭がありません。 

動物モチーフはその一種類だけが土器文様となっていますが、ときには土器の縁で向き合ってい

ることがあります。イノシシとヘビがにらみ合っている、ヘビとカエルが交互に並ぶなど二種類の

動物文様が対立した関係にあります。その一方でイノシシの胴体がヘビになっているもの、ヘビに

食べられるカエルなど、それぞれ二者がいっしょになっているものもあります。ヘビ、イノシシ、

カエルはそれぞれ違う生き物で敵対しますが、ときには一体化するということがあるのです。対立

と融合です。また土偶や顔面把手など人物の髪型にヘビやイノシシが表現されることもあります。

動物と人がいっしょになっている、もしくは動物が擬人化されているのでしょう。動物三者の関係

は、それぞれの大きさ、誕生、成長、生態、動作、活動時期など多くの差があります。縄文社会に

おける人々の生死や成長、誕生そして集団の成り立ちや起源などをこうした動物に例えた物語りに

よって説明、理解し、それを土器に表現しているのかもしれません。 

人物は線画で表現されることもあり、男女四人が並び向かい合ったりします。まるで踊っている

かのような文様は、物語りのワンシーンのようです。線画でなく土偶が土器の文様となり、正面を

向いた全身像が土器の胴部に表現されることもあります。また土偶が内側を向いて土器に抱き着い

ているのは顔が土器の縁に付くので顔面把手土器とよばれます。いずれも土器と土偶がいっしょに

なっています。土偶付きの土器で煮炊きされた料理は、食べ物の起源が女性の体内にあるという日

本神話のオオゲツヒメの物語を彷彿とさせます。土器の胴部に顔が表現されることがあり、これは

土器そのものを母体とみなして子供が生まれる瞬間をあらわしているのでしょう。土偶という神聖

な祈りと日常の煮炊きが土器としていっしょになっているのです。このように土器の文様や使い方

を通じて縄文時代に生きた人々の世界観を少しずつ読み解いていくことができます。 
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